
 

フードバンクは、市場に出すことはできなくとも、人々が消費するのに十分な安全性をもった食品を処理する代替案です。セカン

ドハーベストジャパンは、これらの食品を炊き出し、児童養護施設、高齢者、緊急シェルター、母子家庭、ホームレス、移住労働

者などに再配分しています。食品の小売店、製造業者、輸入業者は販売することができず廃棄しなければならない食品の問題

に直面しています。企業が廃棄費用を削減するとともに、地域貢献を果たす手助けをするのがフードバンクです。セカンドハー

ベスト ジャパンは２００２年に非営利活動法人格を取得しており、グローバル・フードバンキング・ネットワークの会員です。 

 

このニュースレターは、「ニュースキン ジャパン フォース フォー グッド基金」の助成により作成されました。

セカンドハーベストジャパンについて 

受給者紹介 カナン・キリスト教会 

日雇い労働者の街の「おいしい」教会 

文章：大原悦子 

日雇い労働者の街として知られ、簡易宿泊所が立ち並ぶ横浜市中区の寿地区。生活

保護を受けるさまざま障害者や高齢者、そして野宿者も多く暮らすこの街に、カナン・

キリスト教会はある。ワンルームマンション四部屋をつなげてつくった、ビルの中の教

会だ。 

 目指しているのは「うれしい、楽しい、おいしい教会」と佐藤敏（さとう・さとし）牧師

は語る。日曜の礼拝後は出席者にカレーライスを、土曜早朝と木曜昼の路傍伝道集会

の後には弁当や給食を、また早朝祈会や夜の伝道集会ごとに出席者におやつを配っ

ている。 

 「セカンドハーベスト・ジャパン（２ＨＪ）

からの食材がなければ、こうした活動はで

きません。いつも遠くから配達してくださる

ことに感謝の気持ちでいっぱいです」と、佐

藤牧師の妻、徐蓮熙（そ・よんひ）牧師は話

す。２ＨＪから月に２回、野菜やパン、缶詰

などが、また、食品提供企業の一つ、ニチ

レイからは毎週、冷凍食品が届く。経済的

に余裕のない人たちが多い地域だけに、教

会に献金できる人は少ない。無料で提供さ

れる食品は本当に助かるそうだ。「配達が

ある日は、今日は何が届くかなあ、って朝

からみんな楽しみに待っているんです」と徐

牧師は言う。 

 もともとは徐牧師と日本にいる韓国人

信徒らが、この地域の人々に伝道するため

に設立した教会。いまでは入り口の看板に

ある通り、「生きがいを求め夢を見る方、な

んだかわからない方、働き疲れた方、傷つ

きキレちまった方、どんな方も」歓迎してい

る。仕事も、お金も、行き場もなくした人、人

生の大半を刑務所で過ごしてきた人もここ

にやって来る。                       
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栄養を届けるサービス カナン教会で

は「どんな方でも」歓迎し、礼拝毎に

食事を提供しています。 「セカンドハ

ーベスト・ジャパン（２ＨＪ）からの食材

がなければ、こうした活動はできませ

ん。」と、佐藤牧師。 
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